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－ １ －

１．一般国道１号笹原山中バイパスの事業概要

一般国道１号は、東京都中央区を起点とし、静岡県静岡市及び愛知県名古屋市等の主要都市を経て大阪府大阪市に至る我

が国の東西交通を担う主要幹線道路です。

本事業の笹原山中バイパスは、静岡県三島市山中新田から、同市笹原新田に至る延長４．３ｋｍのバイパスであり、下記の３

点を主な目的として事業を推進しています。

①走行環境の改善 ②交通事故の削減 ③沿道環境の改善

（１）事業目的

笹 原 山 中 バ イ パ ス の 全 体 位 置 図

図１ 笹原山中バイパス位置図
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写真① 橋梁下部施工状況（H26.5）
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標 準 断 面 図●事業名 ：一般国道１号笹原山中バイパス

●起終点 ：（起点）静岡県三島市山中新田

（終点）静岡県三島市笹原新田

●延長 ：４.３ｋｍ

●道路規格 ：第３種第２級

●設計速度 ：５０ｋｍ/ｈ

●車線数 ：２車線

●事業化 ：昭和６３年度

●用地着手年度：平成３年度

●工事着手年度：平成５年度

●前回の再評価：平成２３年度

（指摘事項なし：継続）

●全体事業費 ：１３４億円

●B／C ：１．４（H23再評価時）

（２）計画概要

しずおか みしま やまなかしんでん

図２ 笹原山中バイパス標準断面図
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１）事業を巡る社会情勢等の変化

●山中新田の集落では通過交通や大型車による騒音レ
ベルが高く、夜間においては環境基準を超過。

２）事業の投資効果

○笹原山中バイパスの整備により、通過交通や大型車
がバイパスに転換することで、騒音レベルが環境基準
内に低減し、沿道環境が改善。

１）事業を巡る社会情勢等の変化

●国道１号現道は、急勾配が連続し、登坂車線がなく大
型車が多いため走行速度が低下し円滑な走行を阻害。

２）事業の投資効果

○笹原山中バイパスの整備により、登坂車線が設置さ
れ、快適で円滑な走行が確保。

２．評価の視点（概要）【事業の必要性等に関する視点】

①走行環境の改善

１）事業を巡る社会情勢等の変化 ２）事業の投資効果

－ ３ －

③沿道環境の改善

現 況：H22環境センサス
整備後：日本音響学会【交通量騒音予測レベル（ASJ Model ）】及び交

通量推計から整備あり・なしの騒音レベル変化率により算出。【山中新田集落の位置図】

【笹原山中バイパス整備後の騒音レベル予測】

１）事業を巡る社会情勢等の変化 ２）事業の投資効果

国道1号沿線の騒音レベルが高い
夜間においては、環境基準を超過

・昼間６９ｄＢ（環境基準70dB）
・夜間６７ｄＢ（環境基準65dB）

出典：H22環境センサス

１）事業を巡る社会情勢等の変化

●国道１号現道は急カーブが多く、曲線半径60m未満の
道路線形不良箇所が20箇所も存在。また年間約10.3件
（H23評価時：約7.5件）の交通事故が発生。

２）事業の投資効果

○笹原山中バイパスの整備により、交通事故が約２割減
少するものと期待。

②交通事故の削減
１）事業を巡る社会情勢等の変化 ２）事業の投資効果

※現 況 ：交通事故統合データベース（H21～H24)
整備後：交通量推計を基に整備あり・なし事故件数の変化率より算出。

【笹原山中バイパス整備による事故件数の変化】

事故件数が
約２割削減205.1件/億台キロ

（区間最大値）

県内幹線道路のワースト
２割に入る高い事故率

登坂車線設置効果（イメージ）

＜凡例＞
：重傷事故発生箇所
：軽傷事故発生箇所

：曲線半径R=60m未満

国道1号 笹原山中バイパス

登坂車線
縦断勾配５％超、登坂車線なし
笹原山中バイパス

国道１号笹原山中バイパス

写真① 大型車との追従状況
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写真①

H24： 9,411台/日

H22：10,018台/日

※H24交通量データ（H24.4～H25.3）

H22センサスデータ
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■一般国道１号笹原山中バイパスの事業を継続する。

４．県・政令市への意見聴取結果

■静岡県の意見
本事業は、県内の東西交通を担う国道１号の三島市山中新田から同市笹原新田までの区間におけるバイパス整備であり、現

道における大型車の登坂による速度低下、線形不良による交通事故の多発、夜間において環境基準を超過した集落内の騒音レ
ベル等の地区の課題を解決し、安心・安全で快適な生活環境の確保を図る重要な事業です。

今後も、コスト縮減の徹底とともに、効果が十分に発現されるよう事業の推進をお願いします。
また、各年度の実施に当たっては、引き続き、県と十分な調整をお願いします。

５．対応方針（原案）

１）事業の進捗状況
■事業進捗率は５８％、用地取得率は１００％に至っています。（平成２５年度末）

（参 考） 前回評価時 ： 事業進捗率は３６％、用地進捗率は１００％（平成２２年度末）

■山中地区（延長１．６ｋｍ） 並びに笹原地区（延長２．７ｋｍ）について工事等を推進しています。

２）事業の進捗の見込みの視点
■山中地区（延長１．６ｋｍ）は、平成２７年度の完成２車線開通を予定しています。

■笹原地区（延長２．７ｋｍ）は、平成３０年度の完成２車線開通を予定しています。

３．現在の状況及び今後の予定


